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○○○○市民？
大畑　こんにちは。皆さんとお会いできてうれし
いです。明治大学文学部心理社会学科現代社会学
専攻教員の大畑と申します。明治大の心理社会学
科と翰林大学校の社会学科，日本学科が，交流を
持って5年になります。今回もゼミの学生と一緒
に来て，午前中はまちづくりに関する合同ゼミも
やったんですが，学生たちは韓国語が上手ではな
く，すこし疲れたみたいなのでtこの時間はキャ
ンパスの見学をさせてもらっています。そういう
わけで，この授業には，私ひとりでおじゃまする
ことになり，申し訳ありません。
　学生たちと一緒に来るのは5年目になるんです
が，私はそれ以前から愈八武1先生のお名前はよ
く存じ上げていて，論文も読み，尊敬申し上げて
おりました。しかし，翰林大を訪れた時は，日本
学科との交流のことだけを考えていて，そう言え
ば，翰林大の社会学科には愈先生がいらっしゃっ
たっけと思ってはおりましたけど，実際にお会い
できるだろうとは思っておりませんでした。です
から，今，愈先生の授業の時間をお借りして，実
際に私が皆さんにお話ししているのも，まさに夢
か現かといった気分で，本当に光栄です（笑）。
　なぜ先生を存じ上げていたかと言うと，私は社
会学を勉強しているんですが，主に韓国と日本の
市民社会と社会運動について研究しています。そ
の中で愈先生の論文を読むことになりました。昨
年（2011年），『現代韓国の市民社会論と社会運動』
（成文堂）という論文集を出したんですが，愈先
生の論文がなかったら，たぶん私はこの本を書く
ことはできなかっただろうと思います。
愈八武　（学生たちに）ああ，つまり，
日本の本に紹介されていると……
私の本が
大畑　いや，「紹介」というよりも，愈先生の研
究が私の土台になって，先生のおかげで私もすこ
しがんばれている，というところです。この論文
集の韓国語版はありませんが，札幌学院大学の清
水敏行先生が書かれた韓国語の書評が『経済と社
会』に掲載されていますので2，関心のある方は
お読みください。
　あと個人的な来歴をひとつ申し上げると，私は，
1989年に，韓国女性と結婚しました。子どもは娘
1You　Palm。1951年生まれ。ソウル大学校社会学科卒業。博士（自由ベルリン大学）。韓国産業社会研
究会会長，『経済と社会』編集主幹，『動向と展望』編集委員長，韓国社会民主主義研究会研究所長等
を歴任。現在，翰林大学校社会科学大学社会学科教授。韓国の批判社会学をけん引している主導的研
究者のひとり。著書『韓国の市民社会と新たな進歩』（2004），『中産層の没落と階級両極化』（共著，
2005）他。共編著『市民社会と市民運動』（1995），『市民社会と市民運動2』（2001）他。
2入1ロ1ろ1三入1千トヲ1，　2011，　“‘｛1薯（週干ス｝7｝里モ…委｝テ入1剋入ト司喜”，　『「a。　Al斗入圃』　92：391－395．
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1人です。今は妻と一緒に日本で暮らしています。
自己紹介はこれぐらいで。
　さて，今日するのは単純なお話です。皆さんは
こ退屈かもしれません。私がこういう下手な韓国
語で話しても，たぶん内容は通じるには通じるだ
ろうと思います。お話ししたいことは，レジュメ
に書いたように，ひとつしかなく，……「皆さん！
○○○○市民として感じ，考え，働きましょう1」
……ｱれだけです。○000には，ハングルが1
字ずつはいるんですが，何がはいるかは，まあ，
お聴きになっておられれば自然にわかると思いま
す。ただ，話の内容は皆さんに通じるだろうとは
思うんですが，内容に同意してくださる方はあま
り多くはないんじゃないかと覚悟はしています。
愈　（いたずらっぼく）○○○○には何がはいる
のかな？Kさん（前のほうにすわっている学生を
指す）。
Kさん　（考えて）……大韓民国（τ肢｝剋…D　？
大畑　　大韓民国……ああ，大韓民国1……（テ
レビのクイズ番組の有名MCの口調で）はずれで
す（笑）。大韓民国じゃありません（笑）。それが
まさに今日のお話の主題で……。
てもよい指摘です。この○○○○に大，韓，民，
国……日，本，国（望薯ヨ手）……あれ，日本だ
と数が合わないか。
愈　（いたずらっぼく）大日本国（τ刊望薯号）
大畑　いや，それはちょっとまずい（笑）。ま，
それはともかく，そういう国名でいいじゃないか，
なぜそれが「正解」じゃないのか，それが今日の
お話の主題です。
　順番としては，これは愈先生のご専門で私とし
てはやりにくいんですが，まずマックス・ホルク
ハイマーというドイツの社会哲学者が言う「民族
的思考と市民的思考」について短くお話します。
次に最近の独島問題について私自身が感じたこと
を話し，それと関連して個人的に関わった3人の
韓国人の話をします。その後で，こういった身近
な考え，身近な出来事から何を学ぶことができる
か考えてみます。最後に，これは「NGOの理解」
という授業ですので，こういう話がNGOとどう
いう関係があるのか，それから先ほど皆さんが答
えてくださった「東アジア」，その東アジアの現
実にてらすと，ホルクハイマー的な市民観はどう
修正するべきかについてふれてみたいと思いま
す。
愈　（学生たちに）韓国，中国，日本をまとめて
何と言うかな？
学生たち　東アジァ（暑。｝入1。｝）1
愈　そう，「東アジア」だよね。
大畑　いや，でも，（「大韓民国」というのは）と
民族的思考と市民的思考
大畑　マックス・ホルクハイマーはフランクフル
ト学派を始めた人です。そのホルクハイマーの有
名な論文のひとつに1937年に発表された「伝統的
理論と批判理論」というのがあります3。この論
文の中でホルクハイマーは「民族的思考」と「市
民的思考」を区別しています。
　「民族的思考」については，皆さんごぞんじで
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しょう。「私たち」（♀司），「私たちは……」，「誇
らしい私たちは……」。そういうふうに語る時，
私たちは「民族」として考えています。皆さんの
場合は「韓民族」としてですよね。そういう時に
は「韓民族」という本源的一体感，それを基盤に
してそれに自らが同調することが一一ts重要になり
ます。韓国にも韓民族的思考があり，日本にも日
本民族的思考があり，中国の場合も，国家と民族
のあり方は韓国とは異なりますが，たぶん似たよ
うな民族的思考を，それぞれが持っているわけで
す。
愈　「民族的思考」というのは，言いかえれば，
民族主義的思考，自民族中心的思考のことですよ
ね。大韓民国の場合は，韓民族中心的思考という
ことになる。では，市民的思考のほうは，いわば
民主的思考だとも考えることができるんじゃない
か。
大畑　そう，民主的思考なんですが，ホルクハイ
マーは，この論文の中で市民的思考をやや否定的
にみています。ホルクハイマーがこの論文で問題
にしている市民的思考とは，簡単に言ってしまえ
ば「私は私だ。」「私には，個人としてのそれなり
の考えがある。」つまり，自分の頭が判断の基準
になり，自分を信じて判断を下す。それによって
自分がいいように考え，自分がいいように判断を
下し，自分が好きなように生きる。「自分はもう
子どもじゃない。大人なんだから」というわけで
すね。ホルクハイマーは，この論文で，民族的思
考も市民的思考も私たちがふつうにしている考え
方だとしたうえで，その両方を批判することがで
きる思考様式として「批判的思考」というのを出
してくるんですが，この「批判的思考」とはどう
いう考え方なのかは難しくなるので，今日の話で
は立ち入りません。ただ，ホルクハイマーは，民
族的思考も市民的思考も限界がある，その両方を
否定的に見なければならないと言っているんです
が，皆さんにもう一度考えていただきたいのは，
市民的思考というのは本当に何の役にも立たない
ものなのかです。市民的思考なんて高校生だって
知っていることだと皆さんはおっしゃるかもしれ
ませんが，素朴な市民的思考から私たちが学べる
ことはないのかということなんです。
愈　すると，ここで言う市民的思考とは，個人主
義的思考……。
大畑　ええ，いろいろに考えることはできると思
うんですが，「伝統的理論と批判理論」の中では，
個人主義的思考，ブルジョア的個人主義的思考，
自らのデカルト的自我を信じる思考，「私」は判
断基準として正しい，頭もいいし，賢いし，普遍
的理性を持っているんだから……。そういう思考
を指すのだと思います。
冷静な韓国人
大畑　まあ，難しい話はこれくらいにして，皆さ
んが関心を持っておられるだろう最近の具体的な
話にはいりたいと思います。
　約1カ月前，李明博大統領が独島を訪問して以
来生じた，さまざまな韓日聞の，また日本国内の
問題については皆さんよくご存知だと思います。
日本でもこの問題は重要視され，政府の人びとの
3Horkmeimer，　M．，1937，“Traditionelle　und　Kritische　Theorie”，（ニ1998，角忍・森田数実訳「伝統的
理論と批判的理論」『批判的理論の論理学一非完結的弁証法の探求』恒星社厚生閣，169－229．）
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発言も続き，大変なことだという雰囲気になりま
した。
　その時，私は日本にいたわけですが，感じたこ
とは2つぐらいでした。1つは「韓国では，今，
どういう状況になっているのかな」という疑問。
その時，私が日本で想像したのは「韓国では，日
本が騒いでいるほどには騒いでいないんじゃない
か。韓国の人たちは，日本人が思うより冷静にこ
の問題について考えているんじゃないか」という
ことでした。
　私のこの想像を跡づけるとだいたいこんなふう
になります。「独島は自らの領土だと日本が主張
している」という話を聴いて，気持ちのいい韓国
人はほとんどまったくいないでしょう。ほとんど
の人は「独島は韓国の領土だ」と考えているので
すから。日本人が，特に日本政府の人が，そうい
うとんでもない話をするのは，当然，気分はよく
ない。ただ，韓国の人の立場からすると，韓国に
は，今もっと大きな問題がある。簡単に言えば，
大統領がそういうふうに行動したわけなんだけれ
ども，大統領の任期はもうすぐ終わり，大統領選
挙がある。つまり，もっと重大な政治的争点があ
るので独島問題だけにかまってはいられない。そ
れだけに執着することはないだろう，というのが
1つあって，もう1つは，日本のこういう態度は，
昨日今日，始まったことではなくて，日本は前か
らこういうふうに出てきている……まあ，あきれ
てあきらめかけていると言うか……韓国人の立場
からすると，大統領が自国の領土である独島へ行
くのは当然のことであって，別にニュースになる
ほどのことでもない。それに対して日本がどうこ
う言うのは憎たらしいけれども，日本はもともと
そういう態度をとっているんだから「まあ，こん
なもんかな」と。この成り行きに関して，日本を
好意的にみることはないだろうけれども，大きな
関心を持ったり，騒いだりは，多くの人はしない
んじゃないかと思ったわけです。
　今回，翰林大に来る前に8月末に1度，韓国に
来たんですが，実際そういう雰囲気だなと感じま
した。皆さん韓国人は，多くの日本人が考えるよ
り冷静にこの問題をみているみたいですね。
「大丈夫なの？」
　次に私が直接かかわった韓国の方々の話をしま
す。妻が日本におりますでしょう。妻の親戚のオ
ンニ4が韓国にいらっしゃいます。別の用があっ
て，そのオンニが妻に国際電話をかけてこられま
した。そのオンニは妻が電話に出るや否や，
「ちょっと，あなた，大丈夫なの？」李明博大統
領の行動に対して日本では大変な抗議行動が起
こっているそうだけれども，そういう中で，日本
に住んでいるトンセン5も韓国人ということで何
か不都合をこうむったとか，日本人に何か言われ
たとか，そういうことはないか。それを心配され
てオンニは妻にこうたずねたわけです。
　妻はそれに対して「そんなことないわよ。あれ
はマスコミで『上の人たち』が言っているだけで
しょ。」妻は，住んでいる地方都市の人たちに韓
国語を教えているんですが，妻たち，妻と勉強し
ている女性たちには何の問題もないんだ，と。そ
れを聞いてオンニが「そうなのね。安心した」と
いうふうに言われたそうですが……。皆さんのう
ちにも，日本に住んでいる人，永住しているわけ
じゃなくても，仕事上，日本と往来している人，
4妹が姉を呼ぶ時の呼称。女性が少し年上の女性を親しみをこめて呼ぶ時にも用います。
5年下のきょうだいのこと。
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日本と関係が深い人が親戚や知人の中にいらっ
しゃる方も多いんじゃないかと思います。ですか
ら，今お話した例と似たような経験をされた方も
いらっしゃるんじゃないか。
　独島，竹島，たしかに大きな問題ですけれども，
自分たちに近しい人びとが平安に安全に暮らすこ
とができる，ともかくそれを優先的に考えて，近
しい人たちに被害はないだろうか，まずそれを心
配する。それは韓国人でも日本人でも変わらない，
人間としての心情だと思うんです。この点につい
てはくだくだしい説明はいらないでしょう。
「あそこには何もない」
　次の例です。8月末に1度韓国に来て，ソウル
の妻の実家に泊まったところ，妻の弟，きつい肉
体労働をしている人なんですが，かれが夜，仕事
を終えて帰ってきた。で，板の間で妻と弟の3人
でMBC6ニュースを見ていました。その時，独島
関係のニュースが出た。日本がこの問題を国際司
法裁判所に提訴するかもしれない，そんな内容
だったと思いますが，そういうニュースの時は，
独島が画面に映るじゃないですか。その時，弟が
その画面を見ながら，ひとりごとみたいにこんな
ふうにつぶやいたんです。「あそこには何もない
んだけど」……「あそこには何もないんだけど」
…… uえ，実際に行ったの？」と私が聞いたとこ
ろ，行った，と。欝陵島7へ行くツアーがあって，
その時，オプションとして独島まで行くコースが
あり，欝陵島から船で行ってみた，そうしたとこ
ろ「何もなかった」，と。皆さんの中にも独島観
光をされた方もあるかもしれませんね。
　まあ，弟は気のいい人なので，私が日本人だと
いうことを配慮して，そういうふうに言ったのか
もしれない。ただ，どうも，独島が画面に出た時
に深い考えはなしに，「あそこは何もないところ
なのに，なぜあそこをめぐって大騒ぎしなくちゃ
ならないんだ。おかしくてしょうがない」といっ
たような意味で，ひとことつぶやいたような感じ
がします。ただ私は驚きました。というのは，う
ちの親戚のような一般庶民までが，独島に観光に
行き，自分の目で見ているということ自体をよく
知らなかったので。警備している人たちが島にい
るということは知っていましたけど。独島観光と
いうのは韓国ではかなり大衆化しているんだなと
思いました。自分の目で見るということは大切だ
と思います。その中には弟のように「何もないん
だ」と感じる人もいるかもしれない。
愈　日本では一般市民や大衆は竹島問題にそんな
に大きな関心はないということですね。
大畑
か。
ないと言ってもいいんじゃないでしょう
愈　つまり，一部の政治家たちが発言しており，
それを日本のマス・メディアが報道しているんだ
けど，重要なのは，それを韓国のマス・メディア
が大きなニュースとして誇大に構成し，あたかも
日本全体がそういう状態であるかのように示して
いるということでしょう？
大畑　この点については，後の学生たちの討論で
いろいろな意見が出るかもしれませんが，私は愈
先生がおっしゃっているのが正しいように思いま
6韓国の民放のひとつ。
7独島（竹島）からみて北西方向，約88キロの距離にある韓国の島。
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す。
愈　日本で誇大化されて報道され，それがさらに
また韓国側で報道されるという側面もみなければ
ならないですね。
「その日が来れば」の『シェルブールの雨傘』
大畑で，残りの1人の方の話は，実は，独島と
は直接関係のない話なんです。愈先生はよくご存
知ですけれども，ソウル大の正門の横に「その日
が来れば」8という小さな書店があります。その
書店には社会科学書が多いので，韓国に来るたび
ごとに利用しているんですが，この間，韓国に来
た時も店を訪れました。すると主人は不在でアル
バイトの学生が一人で店番をしていた。そして，
皆さんはご存知でしょうか，『シェルブールの雨
傘』というミュージカル映画……観たことはなく
てもタイトルだけでもご存知の方，いらっしゃい
ますか？……たぶんいないでしょう。1964年公開
のわれわれの時代の映画ですから。ところが，た
ぶん皆さんと同年代の大学3～4年ぐらいに見え
る，その学生は，PCでユーチューブを見ながら
その音楽を聴いている。私が本を買う時にその学
生が「ひよっとして，この映画，ご存知ですか？」
「もちろん知っているよ。でも，これ，かなり古
い映画だけど，あなたのような年の学生さんがこ
れを観ているのは，変わっているなと思って。友
だちもこの映画，よく観るの？」「いいえ，私は
音大に通っていて，個人的に好きなんです。友だ
ちは，こういう映画は知りません。でも，私は好
きで，最近のものよりもこの時代のもののほうが，
より洗練され，完壁なように感じます。だから何
度となく観ているんですが」というふうに，かれ
は言った。その後，話を変えて「すみません，煙
草を吸ってしまって。」……ああ，つまり，私がすっ
と店にはいったので，よく見ればわかったでしょ
うけれども，ふつう「その日が来れば」に年輩の
人たちはあまり来ない，だからこんな年寄りだと
はわからなかったみたいですね。だから，かれは
店番をしながら煙草を吸い続けたんだけど，後で
見たところ，50代の男だ。年輩の方の前で煙草を
吸い続けてすまなかったと謝罪したわけですね。
それに対して私が「かまいませんよ。ごらんのと
おり，私は韓国人ではなく，日本人です。文化が
違うので，日本では年の違いと喫煙のあいだに関
係はありません。若い人が年輩の人の前で煙草を
吸ってもかまわないことになっているんです」と
言ったところ，かれは「ああ，そうなんですか
……vと言いながら「え，ちょっと待ってくださ
い。じゃ，この映画は日本でも有名なんですか？」
と質問してきたんです。私はこの質問がおかしく
て「もちろんだよ。韓国でもこの映画は有名だろ
うけれども，日本ではもっと有名でしょう。たく
さんの日本人がこの映画を観て，感動して，影響
を受けて……」「ああ，そうなんだ。日本でも有
名だったんだなあ」と。
　このフランス映画が日本でも流行しただろうと
いうことを，この学生は想像することができな
かったみたいです。この話と独島がどう関係する
かは，少し後で話すことにしましょう。
8日本植民地時代の小説家・詩人，沈蕪による植民地からの解放を待ち望む詩の題名であるとともに，
1980年代のグループ「歌を求める人びと」のヒット曲，南北統一を願う「民衆歌謡」のタイトルでも
あります。
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「領土問題」と「歴史認識問題」，そして同鯛圧力
大畑　ああ，ひとつ話忘れていたことがありまし
た。先ほど，私が日本で独島問題に関する報道に
ふれて2つ感じたことがあったと言いました。1
つは，先ほどお話ししたように，韓国ではどうなっ
ているのかなということ。もう1つは，日本人と
して，独島問題に関する日本のメディアの報道に
かなりの違和感を感じました。なぜなら，メディ
ァは一貫して「重大な領土問題」……すみません，
私この「領土」（閣豆）の発音が悪いみたいで，
妻が「通じない」と心配していたのですが……わ
かりますか，「領土問題」と言い続けています。「領
土問題」だとだけ言う。最近の日本の報道では「歴
史認識問題」だとは言わない。数年前までとって
もこうじゃなかったと思います。経緯をみると，
独島問題が孤立した問題として問題化したわけで
はない。慰安婦問題などに関する日本の態度と関
連して，大きく見れば日本帝国主義の植民地支配
と関連してのことです。現在の日本の独島領有の
主張は，日本の植民地支配との関係においてみな
ければならず，日本の歴史的責任の問題でもあり
ます。それは否認することができないことでしょ
う。数年前までは「いや，日本は植民地支配を通
じていいこともしたじゃないか」と主張する，い
わゆる「修正史観」の人たちですら，少なくとも，
この問題は「歴史認識問題」だとは認めていまし
た。しかし，最近は，「これは領土問題です。な
んとかして解決しなくては，現在の対韓関係を改
善しなくてはなりません。」それだけが出てくる。
「これは私たちの歴史の問題です。私たちがやっ
たことに責任を取らなかったから，こうなったん
です。まず自分たちの歴史認識から考えなくちゃ
ならない。」そういう話はほとんど出てこない。
……ｻういう自国の状況に危機感を持っていま
す。
　このように独島問題は単純な領土問題ではあり
ません。明らかに韓日近代史についての，歴史認
識についての問題でもあります。それは認めます。
ただその一面で，この問題は，もう少し長く見れ
ば，少なくとも17世紀以来，韓国では朝鮮朝時代，
日本では江戸時代から，ずっと問題化してきたこ
とでもあります。その間，争いが起こった後ど
ちらかがちょっと控えめにしていたことはあって
も，どちらかが完全に納得したことはありません。
見方によっては，300年ぐらいもめ続けている問
題だと言ってもよい。そういう何百年も続いてい
る問題に対して「ああ，これは深刻な問題だ。1
年ぐらいのあいだになんとしても解決しなければ
ならない。」……そういうのって，お話になりま
すか。そういう，すぐに解決できるような問題な
んでしょうか。この問題の歴史をみれば，そんな
ことはとうてい無理だとすぐわかるんじゃないで
しょうか。
　現在は，この問題に関する韓国政府の立場は「独
島は明らかに韓国の領土である」，日本政府の立
場は「竹島は一日本人は竹島と呼ぶんですが
一明らかに日本の領土である」と両方の主張が
対立しあっています。もちろん，この両国政府の
主張というのも，基本的には変わりませんが，そ
の表現は時期によって揺れ，変化しており，韓国
政府にしても日本政府にしても時期的に完全に一
貫した主張をし続けているとみなすことは難しい
ですが，ともかく対立しています。そうすると「こ
ちらが正しいか，あるいはあちらが正しいか」と
いう話のようにも見えますが，ひよっとすると両
方とも間違っているということもありえます。第
3の立場，第3の答えもあるかもしれない。まあ，
この点については，質問が出たら討論の時間にと
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いうことで。
　しかし，今のところ，両方の主張が対立してい
るわけですから，この問題を解決しようとしたら，
韓国政府の立場に立てば，日本が全面的に非を認
めて「まったくまちがっていました。独島は韓国
の領土です。これ以上，独島に関して権利を主張
しません」と言うしかない。日本の立場に立つと
反対です。韓国政府が全面的に非を認めて「まっ
たくまちがっていました。竹島は日本の領土です。
竹島から撤退します」と自分の主張を放棄するし
かない。それは，こちらの立場に立てばこう，あ
ちらの立場に立てばああ，ということになるんで
すが，どちらにせよ，こんな話が現実的に可能で
しょうか。無理です。
　そして，私がもっと恐ろしいことは，私は，日
本国籍を持っている日本人ですが……まあ，もっ
と深く考えればそもそも「日本人」とは誰かが
問題になるわけですが……ひとまず，日本国籍を
持っている者を「日本人」と考えるとすれば，そ
ういう「日本人」はともかく日本政府の立場に従
わなければならないのか，韓国人だったら韓国政
府の立場に従わなければならないのか……。私は
日本人ですけど……「ああ，あなたは今，韓国で
話しているからそう言うんでしょう。日本に帰っ
たら逆の話をするんでしょう」とは考えないでく
ださい……この問題に関しては，日本政府の立場
には従いたくないんです。なぜなら，社会学者と
して，研究者としてみた場合，日本政府の主張は
誤っていると考えるからです。
愈　私がひとつ補足させていただくと……（独島
問題に関して，韓国の国際法学界内に存在する見
解の分岐と，それに対する一般韓国民の無理解に
関してコメントされたが，この部分については，
愈教授ご自身がより的確なかたちで整理され，別
の場で発表されることと思うので，この記録では
割愛したい。）
大畑　愈先生がおっしゃったことと関連して，日
本でも，学者としての主張はどうであれ，ともか
く国民としては「竹島は日本の領土だ」と言わな
ければいけないような雰囲気が拡散しています。
私は，正直言って，そういう雰囲気が気持ち悪く，
いやです。そういうのをなんとかすることができ
ないものか。そこに私の問題意識があります。
東アジア市民的思考へ
大畑　先ほどした私自身の話，3人の韓国人の話
に戻りたいと思います。まず，私が「韓国の方は
日本人が思うよりも冷静なのでは。大騒ぎしてい
ないのでは」と想像することができたのは，なぜ
でしょうか？
　私の頭がいいから？違いますよね。私が5年間，
韓国に住んだことがあり，妻が韓国人で，韓国に
行ったり来たりしているために，実際に自国と韓
国を知っており，自分の目で経験したからです。
相手の国に住んだことがある経験住みはしない
けれども行ったことがある経験。非常に平凡なこ
とかもしれませんけれども，大切なことだと思い
ます。ですから，皆さん，たくさん旅行してくだ
さい。留学してください。
　でも，単に住んだだけ，留学しただけでは足ら
なくて，相手の視点，皆さんだったら日本人，私
たちだったら皆さんの視点や観点を受け入れるこ
とができる思考……。「日本人だったら竹島は日
本の領土だと主張しなければならない。韓国人と
会った時もそう話さなければならな）㌔」そう考
える日本人も，少なくとも，なぜ韓国人が独島は
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韓国の領土だと考えているかを，韓国人の立場に
立って理解することができなくては。日本人には
そう考えられることが必要だと思います。
　第2に必要なのは，言うまでもなく歴史認識。
この問題は単純な領土問題ではなく，歴史問題だ
ととらえる視点ですね。
　第3に，妻の親戚のオンニの話から言えるのは，
となりの国に住んでおり，となりの国との問を往
来しつつ生きている，数多い，親しい人たちに対
する共感です。「政府が言うのは頭の痛い話だが，
私たちの娘は，むごは，弟は，兄は大丈夫だろう
か？」こういう気持ちで私たちは生きていくん
じゃないでしょうか。それを度外視しては，私た
ちは生きられないじゃないですか。そういうのが，
今日の私たち，日本と韓国，日本と中国の関係じゃ
ないでしょうか。学者は難しいことも言いますけ
れども，親しい人に困ったことが起こったらどう
なるの。要するにそういうことですよね。
　第4に，うちの義弟の話はいろいろに解釈でき
ると思いますけれども，私は，生活者としての素
朴な感じ方，その大切さをここからみたいです。
　第5に，書店で会ったアルバイトの学生の『シェ
ルブールの雨傘』の話。ここからわかるのは，よ
い趣味を持つことの大切さです。皆さん，よい趣
味を持ってください。「よい趣味」というのは，
周囲の一時的な流れに同調せず，文化的伝統を深
く理解し，その中から，友だちはどうであれ自分
が本当によいと思うものを探しだすことができる
能力だと思います。
　いっぽう，かれの問題点は，このようによい趣
味を持ちながらも，隣国，日本にも同じような趣
味を持っている人がいるだろうと想像する力が不
足しているところです。ぼくは『シェルブールの
雨傘』が好きだ。日本にもこれが好きな人はたく
さんいるはずだ。それを想像できること。韓国も
日本も西欧志向性を持っていますから，同じよう
な西欧文化を吸収しているじゃありませんか。そ
れ以前，古代からの交流にもとつく文化的類似性
も持っているじゃありませんか。そういう文化的
類似性に対する想像力も必要だと思います。
　最後にこの話がNGOとどういう関係があるか
についてお話したいと思います。NGOは市民社
会の構成要素のひとつですよね。市民社会という
のはどういう社会でしょうか。市民というのはど
ういう人でしょうか。どのように考え，どのよう
に感じ，どのように行動する人が市民でしょうか。
はじめのお答えにもありましたが，「大韓民国国
民」イコール「大韓民国市民⊥「国民」イコール
「市民」なのでしょうか。そういうことが問題に
なるわけですよね。
　市民というのは難しく考えることもできます
が，少なくとも，まわりの人たちと自らが同等の
人格を持っていることを認め，同等な関係を，ま
わりの人たちと，必要なら国境を超えて作り上げ
ていく，そういう人たちのことだと思います。そ
うだとしたら，現代東アジアの市民像をつかむた
めには，ホルクハイマーがかれの時代的制約のな
かで考えていた市民概念をすこし修正する必要が
あります。ホルクハイマーにとっての市民とは，
孤立した個人でした。今，中国や日本や韓国に暮
らしている市民は，孤立した人ではありません。
国を，国境を超えて，手を結び連帯している人た
ち，その人たちが市民です。ホルクハイマーが考
えた市民は，自分だけが正しいと思う人，自分の
頭だけを信じる人でした。あくまでも自分自身を
判断基準にして生きる人たちでした。自分たちの
考え，自分たちの生き方。それは現代東アジアに
おける市民の姿ではありません。もちろん，市民
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は理性を持ってはいるけれども，同時に他の市民
とのあいだに差異があることを認め，なおかつ，
その差異を媒介することができる存在。それこそ
が現代東アジアにおける市民なのです。長々と話
すぎました。ありがとうございました。
〈質疑〉
一教授は知識人ですから，こういうふうにお話
になったんですけど，日本の大学生も大学で多く
の知識を学び吸収している人たちなんだとした
ら，かれらが独島問題や韓半島（朝鮮半島）の問
題について，調査し，感じ，研究するようになれ
ば，この問題も解決できる可能性があるとお考え
ですか？
大畑　これは根本的な問題ですね。今，「知識人」
とおっしゃいましたが，日本の知識層全般につい
てみても韓国に関する歴史的知識は不十分だと思
います。関心も足らないと思います。日本の大学
について言われたんですが，私は日本で皆さんと
同じ社会学専攻の学生を教えています。（明大の
現代）社会学専攻の学生の一般的傾向について言
えば，韓国に関心のある人は多いと思いますね。
韓国の何について関心があるかと言えば，主に
k－pop，少女時代，　KARA（笑），チャン・グン
ソク……。それから食文化。キムチ，ブルコギ，トッ
ポッキ……。そういうことに興味を持つ人は社会
学専攻にもいます。そういうことについて研究し
たいという学生もいますね。でも，それと同じよ
うな関心を韓国と日本の歴史的問題についても持
ち，研究しようとする学生はまれです。もちろん
史学科の日本史専攻，アジア史専攻にはいるで
しょう。しかし，社会学専攻にはまれです。まず
この問題から何とかしないと，おっしゃったレベ
ルに近づくことはとうていできない。そのレベル
に届くためには，日本人や日本の大学には解決し
なければならない課題が多いです。まず小学校，
中学校段階の教育から変えることができればいい
のだけれども，私は大学の一教師にすぎず，力も
ありません。市民としてやるべきこともあるで
しょうが，ともかく大学（社会学）の教育をどう
するか，そこから考えてはじめて，おっしゃった
レベルに近づけるのかなと思います。
〈録音中断〉
〈付記〉
　この特別講義は，2012年9月11日（李明博大統
領の独島（竹島）訪問は8月10日）に韓国の翰林
大学校社会科学大学で，愈八武教授の「NGOの
理解」の時間をお借りして韓国語で行ったもので
ある。貴重な機会をお与えくださった愈先生のご
厚意に心から感謝したい。にもかかわらず，筆者
の年来の粗忽から，このように録音が途中で中断
していることに気づかず，この後，愈先生や受講
者の皆さんからいただいた，さまざまな，ここで
言う「東アジア市民的思考」の限界を鋭く指摘す
るものも含む，有益なコメントが失われてしまっ
たのは，痛恨の極みである。ただ筆者が忘れられ
ないのは，大畑ゼミの韓国合宿の一環として講義
をするという忙しい日程の中，授業を終えた筆者
を次の予定に向けて，校舎の廊下を足早に先導し
てくださいながら，愈先生がおっしゃった次のひ
とことである。
「大畑さん，この東アジア市民的思考の話は，日
本でもする必要があるのじゃないかな。」
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